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1950 年代のファンタジー
―『グリーン・ノウの子どもたち』および
『トムは真夜中の庭で』を中心として―
橋本　　惠
Ⅰ
　イギリス児童文学は，第二次世界大戦後の 1950 年代から 70 年代にかけ
ての期間に，数多くの傑出した作品を創出した。この時代は，1860 年代に
おけるイギリス児童文学の第一次黄金時代に対して，イギリス児童文学の第
二次黄金時代と呼ばれている。この時代の児童文学の占める位置は，文学全
般の中で，第一次黄金時代のそれに比して，格段に重要なものとなった。
　第二次黄金時代のなかでも，とりわけ 1950 年代は，ファンタジーという
文学ジャンルに注目が集まった。数多くの優れたファンタジーが上梓され，
ファンタジーというジャンルが児童文学の主流を形成する時代が訪れる。
　ファンタジーの定義は，多岐にわたり，定義の無効さえ言及されることが
ある。（Jackson 1―2）しかし，ファンタジーとは，超自然的，幻想的，ある
いは，空想的な側面を，登場人物，プロット，時間と空間の設定，主題など
の核心的要素としている作品ジャンルである，と言述することはできるであ
ろう。また，魔法などの空想的，夢想的な要素，換言すれば，日常的な世界
を現実的とするならば，非現実的な要素，それでいて，ファンタジーの作品
世界の中では，整合性と一貫性をもった時間設定ならびに空間設定などの要
素とされているのである。
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　1950 年代のファンタジー作品は，二つのグループに分けられる。すなわ
ち，エピック・ファンタジ （ー叙事詩ファンタジー）とタイム・ファンタジー
である。
　この時代のファンタジーは。C. S. ルイス（C. S. Lewis）による『ナルニア
国物語』（The Chronicles of  Narnia）シリーズ（1950―1956）で始まる。続いて，J. R. 
R. トールキン（J. R. R. Tolkien）による『指輪物語』（The Lord of  the Rings, 1954）
が挙げられる。これらは，壮大な冒険物語であり，ファンタジーのジャンル
のなかでも，エピック・ファンタジー（叙事詩ファンタジー）に分類される
ものである。ファンタジーは，概して，19 世紀から 20 世紀の初頭にかけて
隆盛を極めたリアリズム文学に対するアンチ・テーゼの役割を果たしている。
文学史をたどってファンタジーの起源を探査すれば，それは，叙事詩（epic）
の起源と合流すると言い得る。特に，英雄叙事詩（heroic epic）についてで
ある。この文学ジャンルは，民族や国家の原初の伝承や伝説，さらには神話
にその資源を持っているのである。英語圏にとって，特に重要なものを挙げ
るならば，『イーリアス』，『アエネウス』，『ベオウルフ』，アーサー王伝説群，
ギリシャ・ローマ神話，北欧神話，そして『聖書』である。これらを資源と
するエピック・ファンタジーの最も重要な特徴は，作品世界の構成にある。
エピック・ファンタジーの作品世界は，現実世界とは，異質な別世界（another 
world）であり，この点でリアリズム文学の作品世界の対極にある。
　一方，1950 年代のタイム・ファンタジーの代表作はルーシー・ボストン
（Lucy Boston）による『グリーン・ノウの子どもたち』（The Children of  Green 
Knowe, 1954）とフィリッパ・ピアス（Philippa Pearce）による『トムは真夜中
の庭で』（Tom’s Midnight Garden, 1958）である。これら二作品のファンタジー
に共通する特徴として，時間軸と空間軸の関係がある。空間軸において，こ
れらの作品に共通するのは，空間設定におけるリアリズムである。タイム・
ファンタジーの作品世界には，現実的世界と，それとは異なる非現実的な世
界，いわば，魔法の通用するような世界が並置されていることである。現実
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空間と仮想空間が並置されているのである。これに対して，時間軸において
は，ファンタジー要素が明確である。すなわち，リアリズムに対するアンチ・
テーゼの役割を，時間軸が担っているのである。
　上述したように，1950 年代のファンタジーの代表作は，エピック・ファ
ンタジーとタイム・ファンタジーによって，それらの作品世界を，時間軸と
空間軸に沿って，概観すると，全く異なった様相を呈していることが分かる
のである。
Ⅱ
　これからのセクションでは，1950 年代のタイム・ファンタジーの代表作
に焦点を絞って，空間と時間について，さらには，空間と時間の関係性につ
いて考察する。
　最初に時間の相からはじめる。時間についての主題を扱った作品は，これ
までもイギリスには数多くみられるが，さらには，「時」を扱ったファンタジー
も多くみられるが，1950 年代のタイム・ファンタジーの二作には，従来の
作品にはなかった特徴が備わっていると言えよう。従来のファンタジー作品
においても，異なる時の間を往還する，いわば，タイム・トラベルは存在し
ている。しかし，『グリーン・ノウの子どもたち』と『トムは真夜中の庭で』
における異なった時間の間の往還は，異なった時間の間の興味をかき立てら
れるタイム・トラベルの楽しい体験に終始していない。むしろ，時間と人間
の内面世界の問題，例えば，孤独の問題や成長の問題との関係性を主題とし
て取り上げているのである。時間と人間の内面世界の関係性ついて，換言す
るならば，異なった時間の間の往還のダイナミズムによって，登場人物，特
に，主人公は，現在に生きる自分を見出すのである。現在において，自分の
「居場所」を見失い，ひいては自分をも見失った主人公が，「過去」を発見，
あるいは過去を再び見出すことによって，自分の居場所を回復するというプ
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ロットの形成がなされているのである。
　双方の作品において，主人公の少年は両親から引き離されて孤独である。
『グリーン・ノウの子どもたち』の主人公トーズランド（Toseland）愛称トーリー
（Tolly）は，継母になじめず，ビルマに住む家族と離れて，イギリスの寄宿
学校にはいっており，孤独な生活をおくっていた。しかし，彼に孤独な生活
から解放される契機がおとずれる。クリスマス休暇を過ごすために，曾祖母
オールドノウ夫人（Mrs Oldknow）を彼女が住むグリーン・ノウの館に訪ねる。
心和む曾祖母と心和む館での時間を得て，さらに，かつてこの館に，三百年
も前に住んでいた子供たちとの不思議な邂逅を通して，時間のへだたりを超
えた友情を結び，同時にトーリーは，自分もグリーン・ノウの子供たちの一
人であるという血縁を確認することによって孤独からぬけだしていく。トー
リーは，本当に，グリーン・ノウの先祖の子どもたちと遊んだのか。それと
も彼らはトーリーの空想が生み出した存在であったのだろうか。この点は明
確にされていない。しかし，さらに注目すべきことは，過去の子供たちをと
おして，曾祖母とも強い絆でむすばれていくことである。かつて両親を亡く
し，この館に引き取られたオールドノウ夫人も，子供のころ，グリーン・ノ
ウの子どもたちと遊んでおり，今また子供たちとともにすんでいるのである。
孤独であるということを共有している曾祖母と曾孫は心を通わせて，孤独か
ら抜け出しうるのである。また，グリーン・ノウの館によって，自分の居場
所をも確認するのである。
　『トムは真夜中の庭で』の主人公トム・ロング（Tom Long）は，弟のピー
ター（Peter）がはしかにかかってしまったため，親戚の叔父と叔母の家に，
夏休みのあいだ，預けられることになる。トムは，大好きな弟と夏休みに楽
しい計画をたてていたので，それが台無しになってしまった失望感におそわ
れている。また両親の家からも引き離されて，なじみの全くない叔父さんと
叔母さんの家で，しかも，はしかに感染しているかもしれないとの理由によっ
て，ほぼ軟禁されているような状態で，部屋にとじこめられて，自由を奪わ
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れてしまった。トムも，現在の自分の居場所を失って，孤独感に苛まれている。
　トムは真夜中に，非現実的な時間を体験する。玄関ホールに置かれている
古い大時計が，13 時を打つのを聞くのである。それを契機に，彼は，20 世
紀の中頃の現在から，19 世紀末期の過去へとタイム・トラベルするのであ
る。現在においては，ただの狭い空き地で貧相な佇まいしかない裏口のドア
を開けたところにある空間に，花の咲き乱れる美しい庭園が広がっていたの
である。ところが，翌朝，裏口のドアを開けると，美しい庭園は消失してし
まっていた。それから，トムは大時計が 13 時を打つと，庭園へ降りて行っ
た。庭園でトムはさまざまな人びとに出会うが，そのなかのハティ（Hatty）
という少女と友達になって，庭園で遊ぶようになる。不可思議なことに，庭
園では，現実の世界とは，全く異なった時間を体験する。庭園では，現実の
世界におけるように，時間は一方向に，不可逆的に進んでいくばかりではな
い。時間は双方向に，未来へだけではなく，過去へ遡及したりもするのであ
る。また，庭園でどれほど長い時間，長い期間をすごしても，現実の世界で
は時間は過ぎていないのである。庭園の世界に魅了されたトムは，あれほど
帰りたいと切望していた，自分の家に帰りたいと思わなくなり，庭園の世界
にいつまでもいたいと思うようになる。しかし，ハティの時間とトムの時間
は，ずれてしまっていた。ある日，若い女性に成長したハティは，少年のト
ムの存在がほとんど見えない，つまり認識できないと告げる。トムがハティ
と友達になれたのは，ハティが，両親を亡くして，親戚の家に預けられ，誰
にも心をゆるすことのない孤独のなかにあったからである。だが，若い女性
に成長したハティには，結婚を約束したバーティ（Barty）との出会いがあり，
彼女は，孤独から抜け出して自分の居場所を見つけていたのだった。トムは
二度と庭園に入ることはできなくなってしまった。
　だが，トムとハティは現在の現実の世界で，再会し，和解し，融和する。
夫と二人の子供を失って，深い孤独の中にあったバーソロミュー夫人が，ハ
ティであったのだ。二人は，別れ際に，少年と少女のように，抱き合って互
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いを認め合うのである。ここで，より深い理解と融和がふたりの間に生まれ
たのである。過去を体験することによって，現在を生き，さらに未来へも向
き合うことが可能になったのである。
Ⅲ
　次に，空間の相から考察し，時間と空間について総括したい。上述のように，
これらの二作品においては，仮想世界の要素，ファンタジーの要素は，登場
人物，特に主人公の少年が，過去と現在を往来することに限られている。エ
ピック・ファンタジーに特徴的にみられる「別世界」や「魔法」や超自然的
な現象や非現実的な現象も極力抑制されている。換言すれば，虚構の中に現
実的な叙述がなされているのである。『グリーン・ノウの子どもたち』と『ト
ムは真夜中の庭で』の作品世界に共通する空間設定の在り方は，両作品とも
に，作家ボストンと作家ピアスがそれぞれに，最も自分の居場所だとする空
間認識と深く結びついている。
　『グリーン・ノウの子どもたち』における空間設定は，グリーン・ノウの
館を核としてなされている。作家ボストンは，第二次世界大戦前の政情不安
の中，当時，滞在していたイタリアやオーストリアから帰国し，住まいとし
て選んだところが，グリーン・ノウの館のモデルとなったマナハウスである。
大陸から帰国したボストンは，ケンブリッジに近いヘミングフォード・グレ
イにある 1130 年ころに建造された館を，購入し，館の修復保全に力を尽く
した。この館を舞台に，五作品と一つの別巻の『グリーン・ノウの物語』を
創生したのである。『トムは真夜中の庭で』における空間設定は，イーリー
からケンブリッジ（作中ではカッスルフォードと改名されている）さらに，
グレート・シェルフォードにいたる沼沢地方（Fens）に置かれている。幻想
的な庭園のあった邸宅は，作家ピアスの生家の邸宅とその庭園をモデルにし
ている。ピアスの生家はグレート・シェルフォードにあり，ピアスは，ケン
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ブリッジ大学のガートン・コレッジに進んだ。『トムは真夜中の庭で』に現
れる空間は，ピアスの原風景なのである。さらに，作家は，バーソロミュー
夫人が，そうしたように，作品の執筆に当たり，この原風景を，あたかもイ
ンスピレーションの源泉とするかのように作品創作の場として選んでいるの
である。
　1950 年代のファンタジーとしての挑戦であったと思われる時間の主題を
取り上げ，時間についての考察をも援用して，またファンタジーの源泉にも
探究の方向性をむけて上梓されていると，認識される 1950 年代のタイム・
ファンタジーの代表作，『グリーン・ノウの子どもたち』そして，『トムは真
夜中の庭で』は，時間の主題については，顕著に実験的な手法を用い，空間
の主題については，仮想世界に並置されている現実世界の様相に根差した世
界を作品世界としている点においてファンタジーのみならず，ファンタジー
と新しいリアリズムの融合に成功していると言えるのである。
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